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亥年を迎えて 

学校長 竹 内 光 男 

 

新年明けましておめでとうございま 

す。本年もよろしくお願い致します。 

 

さて，昨年の学習発表会で４年生が 

西遊記の劇を演じていましたが，子ど 

もたちは役になりきり，孫悟空の一行 

や妖怪は実に堂々としていて，笑いを 

４年生の劇「西遊記」      誘う演技は素晴らしかったです。 

 

その劇を見ながら，非常に懐かしく感じました。と，言いますのは，２０年以上

前の６年生担任時にゴダイゴの「ガンダーラ」という曲を学芸会で演奏したからで，

メロディーを聞くと子どもたちの笑顔が浮かんできたからです。その頃テレビで放

映されていた西遊記は，ゴダイゴが，「モンキーマジック」と「ガンダーラ」のテ

ーマ曲を唄い，2 曲ともに大ヒットを記録していました。西遊記は，ゴダイゴの歌

に導かれながら悪者の妖怪を退治し天竺を目指すものですが，白血病で死んだ夏目

雅子が男役の和尚様，沙悟浄が岸田シロー，猪八戒が西田敏行，孫悟空が堺正章の

絶妙な名配役でコミカルなやり取りが面白く，非常に人気が高く子どもと一緒に毎

回楽しみに見ていました。最近，香取信吾が孫悟空を演じてリニューアルされてい

るようですが，私のような年寄りは，堺正章の方に親しみが湧き，香取信吾になか

なか馴染めないでいます。 

 

ところで，猪八戒は，その自由奔放で人間くさい性格から，中国では孫悟空以上

の人気を誇っているようです。「猪八戒吃人参果〔猪八戒が人参果（架空の不老長 

 

 

寿の果実）を食べる〕」－猪八戒は人参果の味が分からないので，物の価値や有

難みを理解しないこと，日本の「猫に小判」「豚に真珠」と同義－など，猪八戒

を題材とする諺も中国にはあるようです。一般にイノシシは体が太く，頸は短く，

吻(くちさき)が突き出ていて，犬歯は口外に突出しています。日本のものは頭胴長

約１．２m、尾長２０cm ほどだそうです。イノシシはヨーロッパ中南部からアジ

ア東部の山野に生息しているそうです。ちなみに豚は，ヨーロッパに生息するヨー

ロッパイノシシと東南アジアに生息するアジアイノシシの 2 種に起源をもつそう

です。これらの野生種は，約９千年前に中国で家畜化され，やや遅れてヨーロッパ

で家畜化されるようになったようです。成長や成熟が早く，妊娠期間が短く多産，

雑食性でさまざまな食べ物を片付けてくれることから家畜化されたようです。 

    

晩成社の依田勉三が『開墾の初めは豚と一つ鍋』と詠んだように，その頃の貴重

な動物性たんぱく質の摂取食料の一つとして豚を持ち込み育てていたようです。私

の好きな六花亭の菓子に，餡の中に餅が入っている「一つ鍋」がありますが，これ

は十勝開拓の際に，豚と一つ屋根の下で生活をしたことをモチーフに考えられたよ

うです。イノシシと言う漢字は，「けもの偏」に「者」と書き，太った犬の意味が

あるようで，猪の肉は，ボタンのように赤く非常に栄養価が高いそうです。そこか

らイノシシの肉をボタンというそうです。未だ一度も口にしたことがないボタン肉

ですが，それをルーツに持った豚肉が「帯広の豚丼」として全国区の美味さになっ

たことも頷けます。 

 

お菓子の命名と言い，豚丼と言い，イノシシは十勝にゆかりの深い動物でもある

ようです。文部科学省は，食育教育の観点から，昨年より国民運動として食育に取

り組んでおり，その推進策として，子どもの

生活リズムの向上のため「早寝早起き朝ごは

ん」を呼びかけています。このことは，いか

に現在の食の乱れが危機的な状況にあるかを

意味しています。今年は，雑食で好き嫌いの

ないイノシシの年でもありますから，食につ

いて今一度ご家庭で話し合い，子どもたちの

健やかな成長を食から見直してみてはいかが

でしょうか。 
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 ３学期がスタートしました！ 
 ２５日間の冬休みが終わり、いよいよ３学期が始ま 

りました。始業式の日、元気に登校してきた子どもた 

ちと再び顔を会わせることができ、校長先生以下職員 

一同とても嬉しく感じました。 

 教室前のホールには冬休み中の作品が所狭しと展示 

されていましたが、その一つ一つから一生懸命に取り 

組んだあとを充分に感じることができました。冬休み 

中にたくさんのことを体験し、また、充分にエネルギーを充電したことで、充 

実した３学期を過ごすことができると思います。 

 ３学期は、１年のまとめの学期ですが、最も短く、授業日数は４６日しかあり 

ません。それだけに、見通しを持って計画的に授業等を進めていくことが大変重 

要になってきます。学校として、今、子どもたちに身につけさせなければならな 

い力をよく研修して、このまとめの学期を教職員一同協力して取り組んでまいり 

ます。今学期もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

  

 
２月の主な行事 

 

１日（木）スケート記録会 

 ２日（金）新１年生一日入学 

５日（月）全校朝会  

 ６日（火）児童会 

８日（木）２０周年総務部会 

       〃 式典部会 

       〃 祝賀部会 

       〃 編集部会 

       〃 事業部会 

１１日（ ）  

全十勝選抜スケート大会 

１２日（月）  

１３日（月）スキー遠足（１～３年） 

１４日（火）スキー遠足（４～６年） 

１５日（木）２０周年編集部会 

１６日（金）地域・祖父母参観日 

      ２年生学級ＰＴＡ懇親会 

１７日（ ）６年生親子レク 

１９日（月）午前授業（年度末反省会議のため） 

２０日（火）児童会総会 

２１日（水）午前授業（年度末反省会議のため） 

２２日（木）２０周年編集部会 

２３日（金）ＡＥＴ交流学習 

      めむろまるごと給食 

      ４年生学級ＰＴＡ懇親会 

２６日（月）児童会役員選挙告示 

２８日（火）町文化賞スポーツ賞授賞式 

 

 

 
 

税務署の方のお話に聞き入る６年生
 

１月３０日に６年生が「租税教室」

の授業を受けました。 

社会科の学習の一環として、帯広

税務署から職員の方をお招きし、税

金の必要性やその使われ方などを、

アニメやクイズ形式でわかりやす

く教えていただきました。 

子ども達は、教科書で学んだこと

と比べながら、実際に仕事に携わっ

ている方のお話に真剣に聞き入っ

ていました。 

研み

・
仲な

・
身み

の
六
年
生 

芽小の子とバスケットボールを楽しむ６年生 

1月31日に本校の６年生が芽室小学

校の６年生と交流学習を行いました。 

中学校に進学する前に交流を持つ

目的で始められた交流学習も３年目

になります。 

はじめのうちは慣れない環境で緊

張していた子ども達も、バスケットボ

ールで体を動かし、一緒に給食を食べ

た後は、新しい試みとして合同で音楽

の授業を受けるうちにしだいに打ち

解けていました。 

                                

ご協力、ありがとうございました！ 
昨年１２月に配布させていただいた「学校診断アンケート」の回答を４ 

７戸のご家庭からいただきました（回収率約８３％）。 

昨年度よりも回収率が増え、ご家庭の皆様の学校教育に対する関心の高 

さを伺うことができました。お忙しい中、アンケートにお答えいただいた 

ご家庭の皆様、誠にありがとうございました。 

アンケートの結果につきましては、教職員や子どもたちへのアンケート 

結果と比較しながら、現在分析中です。分析が終わり次第、保護者の皆様 

にもお知らせいたします。  

 


